
 

乳酸菌と免疫 
 

 

現在、新型コロナウィルスの蔓延により、免疫に注目が集まっています。 

免疫はもともと疫を免れるという言葉通り、一旦病気になれば二度目にその病気にかか

っても軽く済むという現象で、古代ギリシャのペロポネソス戦史にもその記述があるとお

り、古くから人類はその現象を認識していました。しかしそのメカニズムがわかってきたの

は、この２０年―４０年のことです。 

 

腸管は粘膜でできており、そこには免疫細胞も存在しています。特に小腸に多いことがわ

かっています。乳酸菌が付着すると乳酸菌の LPS や二本鎖 RNA、非メチル化 CpG アイラ

ンドなどに腸管細胞の Toll-like receptor が結合し、自然免疫が活性化します。 

 

さらに免疫細胞の一種である樹状細胞が粘膜のすぐ内側に存在しており、腸管に外敵が

いないかを監視しています。また一部の乳酸菌は特殊な腸管の細胞である M 細胞を通じて

体内に取り込まれ、そこでマクロファージなどの免疫細胞に感知されます（図１）1)。 

 
図１ 腸管における乳酸菌と免疫細胞 

 

しかし、新型コロナウィルスが付着して侵入するのは上気道や肺胞の細胞です。場所が別な



わけです。 

それでは乳酸菌を口から食べることが別の場所の器官の感染を防ぐのでしょうか。意外

にも、科学研究の蓄積はその可能性を示唆しています。 

乳酸菌を含む飲食品を食べたり飲んだりすると急性上気道感染症のリスクを減らしたり、

上気道感染症の期間を短期化する効果があるということが、複数の研究をまとめたメタ解

析やシステマティックレビューで報告されています 2,3)。エビデンスのレベルは低く、まだ

はっきりとはわからないですが、全身の免疫細胞同士は互いに情報を交換していることを

考えると、効果がある可能性はあります（図２）。 

さらに、乳酸菌にもいろいろな種類があり、種類によってもその免疫活性化ターゲットは

異なります。これらのことから、いろいろな乳酸菌をとることで全身で免疫を上げることが

でき、他の器官における感染を防ぐことができる可能性はあると考えられます。 

 

図２ 乳酸菌と小腸、全身における免疫活性化能に関する仮説 

  



そこで株式会社インパクトとの共同研究により、九州の花や果実から乳酸菌を分離し、実

験動物の免疫細胞を使ってその活性化能を調べました。 

まず梅の花から乳酸菌を分離し、Enterococcus faecalis として同定しました（図３）。 

 
図３ 梅の花から分離した乳酸菌 

この乳酸菌（殺菌したもの）が免疫細胞を活性化することも明らかにしました（図４、NO

産生量とは一酸化窒素産生量のことで、免疫活性を表します）。さらに他の同様の菌よりも

クエン酸生産性が多いことも明らかにしており、クエン酸による健康効果も期待できます。 

加熱殺菌した E. faecalis はヒトの研究で花粉症の症状の抑制効果 4)が、動物実験で皮下脂

肪蓄積抑制効果 5)や免疫活性化 6)が報告されており、本研究で分離された E. faecalis も同様

の効果が解明されていくことが期待されます。 

 

図４ 梅の花から分離した乳酸菌の免疫活性化能 

（異なるアルファベットは統計的に有意差があることを表します）  



次に桜の花から乳酸菌を分離し、Leuconostoc mesenteroides と同定しました（図５）。 

 
図５ 桜の花から分離した乳酸菌 

この乳酸菌（殺菌したもの）が免疫細胞を活性化することも明らかにしました（図６、NO

産生量は免疫活性を表します）。 

清酒蔵の生酛から分離された L. mesenteroides の自己消化物は培養細胞を使った実験で

メラニン生成を促すチロシナーゼ活性を抑制することが報告されており 7)、今回の研究で分

離された L. mesenteroides も今後化粧品などへの応用が期待されます。 

 

 
図６ 桜の花から分離した乳酸菌の免疫活性化能 

（異なるアルファベットは統計的に有意差があることを表します） 

  



さらにカボスの実から乳酸菌を分離し、Lactococcus lactis と同定しました（図７）。 

 

図７ カボスの実から分離した乳酸菌 

この乳酸菌（殺菌したもの）が免疫細胞を活性化することも明らかにしました（図８、NO

産生量は免疫活性を表します）。 

 L. lactis はチーズなどの製造に多く使われている菌で、近年のヒトを使った研究では L. 

lactis の株の中にはインフルエンザ様の症状を IFN-α を介した免疫反応で減少させる 8)も

のがあることがわかっています。 

 

図８ カボスの実から分離した乳酸菌の免疫活性化能 

（異なるアルファベットは統計的に有意差があることを表します） 

 

これらの乳酸菌を摂れば、免疫の活性化が期待できることから、３密防止や手洗い、マス



ク、うがい、換気などの基本的な予防策はきちんとしたうえで、さらなる新型コロナウィル

スの予防の可能性を検討される方にはお勧めできると思います。 
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